
記者発表資料

平成17年12月15日
青森県　県土整備部　道路課

「（主）青森浪岡線高田バイパス」・「（主）弘前環状線清瀬橋」
開通後の交通量調査結果について

　青森県では、平成17年11月21日（月）に開通した「主要地方道青森浪岡線高田バイパス」・「主要地方道弘前環状線清瀬橋」
について、交通量などの実態調査を行いました。この度、整備効果として取りまとめましたのでお知らせします。

主要地方道青森浪岡線 高田バイパス　平成 17 年11 月21 日（月）開通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

交通量調査日 所要時間調査日

事前調査：10/13（木） 7:00～19:00（12時間）晴れ 事前調査：10/25（火） 7:00～8:00（1時間）曇り

事後調査：11/29（火） 7:00～19:00（12時間）雨 事後調査：12/7（水） 　7:00～8:00（1時間）曇り

青森市内～青森空港方面の交通が分散しました。

○高田バイパスは、約6,488 台の利用があります。
○現道の交通量は、約53%(7,047 台)減少しました。（図-1）

青森空港へのアクセス時間が短縮しました。

○青森市街から青森空港までの所要時間が６分短縮されました。
○冬期間は、高田バイパスを利用することによりさらに時間短縮
が図られるものと思われます。（図-2）

▲図-1　交通量の変化

交通事故の減少が期待されます。

　現道の急勾配、急カーブが連続する区間には事故危険箇所が
２箇所存在します。現道の交通量減少により、交通事故の減少、
歩行者の安全性向上につながるものと期待されます。
　また、開通した高田バイパスは、安全な勾配や線形が確保され
ており、また橋梁部にはロードヒーティングが整備されています。
１年を通して道路利用者の安全性向上が期待されます。

▲図-2　所要時間の変化



主要地方道 弘前環状線 清瀬橋　　平成17年11月21日（月）開通 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

調査日 事前調査：10月6日（木） 　7:00～19:00（12時間）　晴れ
事後調査：11月29日（火）　7:00～19:00（12時間）　雨

清瀬橋の開通により、岩木川に架かる橋の交通量が平準化（分散）しています。

●清瀬橋開通後の交通量は、4,393 台／12h となっています。
●これにより、隣接する安東橋や城北大橋で交通量が減少しています。
　　　安東橋　　　 3,375 台/12h 　→　 1,801 台/12h （約47% 減少）
　　　城北大橋　 18,385台/12h　→　16,947台/12h（約8%減少）
●交通量の平準化につながっています。

開通前
H17.10.6

開通後
H17.11.29

安東橋 8% → 4%

清瀬橋 － → 10%

城北大橋 43% → 38%

富士見橋 26% → 26%

岩木橋 23% → 23%

※岩木川に架かる橋の交通量分担割合（※５つの橋の交通量合計を100 とした時の分担割合）

弘前市内の慢性的な渋滞の緩和が図られています。

●主要渋滞ポイント（２箇所）の緩和が図られました。

○城北大橋東側交差点（石渡→堅田方向）

供用前（10月6日）
　交通量：9,085 台
　渋滞長：1,900m
　通過時間：18分

交通量 859 台減少
渋滞長1,400m 減少
通過時間16分短縮

供用後（11月29日）
　交通量：8,226 台
　渋滞長：500m
　通過時間：2分

○富士見橋交差点（石渡→堅田方向）

供用前（10月6日）
　交通量：6,073 台
　渋滞長：1,500m
　通過時間：11分

交通量534台増加
渋滞長760m 減少
通過時間3分短縮
※交通量は増加したものの、

朝・夕のピーク時は平準化し

ています。

供用後（11月29日）
　交通量：6,607 台
　渋滞長：740m
　通過時間：8分



　清瀬橋から国道７号までの区間（市道津賀野岩賀線）は、12月中の完成を目指し、弘前市において現道拡幅工事が行われて
います。この完成後は、清瀬橋の利便性がより一層向上するものと期待されます。

青森県　県土整備部　〒030-8570 　青森市長島1-1-1 　TEL：017-734-9649

　・道路課企画調整Ｇ　　　　　　ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ　三橋 友吉(内線4259)

　　　　　　整備推進Ｇ　　　　　　ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ　山本 良美(内線4271)

　　 橋梁・市町村道Ｇ       　　 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ佐々木 暢智(内線4274)
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7

13

0

2

4

6

8

10

12

14

現道ルート(10/25) バイパスルート(12/7)

（分）

現道ルート(10/25)

バイパスルート(12/7)

交通量の変化（台/１２ｈ)

13,226

6,488 6,179

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

新規供用（ﾊﾞｲﾊﾟｽ） 現道（太陽台団地付近）

(台/12h)

整備前(10/13)

整備後(11/29)

主要地方道 青森浪岡線の整備効果について

○現道部分（太陽台団地付近）では、7,047台（53％）
の減少がみられました。
【13,226台/12ｈ→6,179/12ｈ】

○ﾊﾞｲﾊﾟｽ部においては、6,488台/12ｈの利用があり
ました。
○青森環状野内線（金高橋付近）では、1,181台
（15％）の減少がみられました。
【7,687台/12ｈ→6,506/12ｈ】

＊青森市内 青森空港方面の交通分散が図ら
れました。

①青森市内 青森空港方面への交通分散が図られました。

○これまでの現道ルートに比べ、バイパスルートでは、
約6分の所要時間短縮が図られました。
【所要時間：約13分→約7分】
（荒川交差点～バイパス終点）

＊青森市内～青森空港の所要時間が短縮しました。

７，０４７台７，０４７台
(53(53％減！％減！))

所要時間所要時間
約６分の短縮約６分の短縮!!

②青森市内～青森空港の所要時間が短縮しました。

③交通事故の減少が期待されます。

○これまでの現道ルートは、急勾配・急カーブが連続
し、事故危険箇所が２箇所存在していましたが、高
田バイパスの開通により、現道部の交通量が減少
したため、交通事故の減少、歩行者の安全性向上
に繋がるものと期待されます。
○今回開通した高田バイパスは、安全な勾配や線形
が確保されており、スカイブリッジの前後には、ロー
ドヒーティング、また、高盛土区間には、防雪柵が
整備されています。１年を通じて道路利用者の安全
性向上が期待されます。

＊交通事故の減少が期待されます。

●整備された高田バイパス●整備された高田バイパス

●供用後の様子●供用後の様子



○交通量調査日
事前調査：１０月１３日（木） 7:00～19:00（１２時間） 晴れ
事後調査：１１月２９日（火） 7:00～19:00（１２時間） 雨
○所要時間調査
事前調査：１０月２５日（火） 7:00～8:00（１時間） 曇り
事後調査：１２月 ７日（水） 7:00～8:00（１時間） 曇り

青森I.C.

青森空港.
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.青森浪岡線.

至浪岡方面至浪岡方面

至浅虫方面至浅虫方面

東北縦貫自動車道.

7,687→6,506
1,181(15％減)

・・交通量調査

・・事故危険箇所

バイパスルート
所要時間：７分

現道ルート
所要時間：１３分0→6,488

13,226→6,179
7,047(53％減)

交通量調査位置図
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③清瀬橋の開通により、交通の分担割合が平準化して
います。（図１参照）

清瀬橋

安東橋

清瀬橋清瀬橋
開通区間開通区間

図１ 岩木川架橋分担率の変化

※５つの橋の交通量合計
を100とした時の分担割合

①清瀬橋開通後の交通量は4,393台／12hとなっています。
交通量の平準
化につながっ
ています。

交通量は7:00～19:00
12時間調査の交通量です。
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安東橋 3,375台／12h → 1,801台／12h（約47%減少）

城北大橋 18,385台／12h → 16,947台／12h（約8%減少）

■交通量の全体概要

・事前調査：10/6(木)晴
・事後調査：11/29（金）雨
※7:00～19:00の12時間調査

②これにより、隣接する安東橋や城北大橋で交通量が
減少しています。

・岩木川に架かる５つの橋（安東橋、清瀬橋、城北大橋、富士見橋、岩木橋）の
交通総量（合計）は、事後調査時(11/29)が多くなっています。

事前：42,646台/12h → 事後：45,076台/12h（約6%増）

・また、その他の調査ポイント（国道339号、その他県道等）も事後調査時の交
通量が多い傾向にあります。

・これらは、天候や曜日による日変動の影響と推測されます。

■交通量調査の結果

※交通量は日変動があるため、道路の分担割合で表すことで、
交通の流れ（傾向）を把握することが出来ます。
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清瀬橋開通による渋滞緩和効果

②主要渋滞ポイント（２箇所）の渋滞が減少しました。

城北大橋東側交差点
b方向（城北大橋→国道7号方向）
d方向（国道7号→城北大橋方向）

開通前(H17.10.6) 開通後(H17.11.29)

1,900m(18分) 500m(2分)

1,110m(16分) 360m(1分)

城北大橋東側交差点

富士見橋
交差点

岩木橋交差点

富士見橋交差点
e方向（石渡→市内方向）
f方向（清野袋→樋ノ口町方向）

1,500m(11分) 740m(8分)

1,000m(10分) 400m(7分)

①城北大橋を中心とした、弘前市内の慢性的な渋滞の緩和につながっています。

清瀬橋交差点

安東橋交差点

清瀬橋清瀬橋
開通区間開通区間

※主要渋滞ポイント
・人口集中地区は渋滞長1km以上または交差点通過時間10分以上、それ以外の地区は0.5km以上または5分以上
・H14年度に県内44箇所を選定。清瀬橋周辺（岩木川に架かる橋）では、城北大橋東側交差点、富士見橋交差点が該当。
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10分毎の調査による、最大の渋滞長と通過時間です。
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※主要な渋滞方向のみグラフを掲載しています。安東橋、清瀬橋は渋滞はありません。
富士見橋のその他の方向、及び岩木橋の渋滞は変化無し、または微減のため掲載していません。

※清瀬橋開通区間～国道7号までの市道（津賀野岩賀線）は、12月中の完成を目指し、弘前市において拡幅工事が
行われています。この完成後は、清瀬橋の利便性がより一層向上するものと期待されます。
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